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カンボジアには焼き型を使ったお菓子がたくさんある。
魚醬で作ったタレをつけて食べるココナツ風味のたこ焼きみたいなもの、格子模様のワッフルやマドレーヌなどが、市場や屋台にあり、小腹が空いたときにつまむものに事欠かない。型からはみ出 ところは、生地が薄くてかりかりしていて、格別においしい。だ やっぱり見た目は悪いし、切り取られてしまう部分だ。
カンボジアの恋愛小説では、母親が娘に「お菓子はその
焼き型よ 大きかったことは 」と諭す場面がよくみられる。親の意向にそぐわない結婚相手などもって ほか、子は親に従うことが大切だとされる。二〇世紀半ばに書かれた『萎れた花』は、都会に出て苦学する青年 郷里で将来を誓った美しい乙女が、伝統的な価値観に翻弄される悲恋物語である。焼き型よりも くなりそ だったお菓子
は自ら縮こまり、その挙句衰弱して命まで失ってしまう。この物語は一九五四年にフランスから独立後、中等教育のカリキュラムに採り入れられ、国民文学とも言えるほど人々に親しまれてきた。現在でも物語を地でいくような事件がたびたび報道され、焼き型が依然として健全であ ことがわかる。
この焼き型はいつも親とは限らなかった。一九七五〜七
九年のポル・ポト時代には、 「革命組織」 獰猛な焼き型となった。ポル・ポトら極端な共産主義を信奉する者たちが革命組織と名乗り、唯一神のように君臨したのだ。都市住民を農村に強制移住させて「文明で腐敗しきった 都市を消滅させ、それまでの社会制度、貨幣や市場による経済活動、伝統文化、宗教、学校教育などは禁止 家族を解体し、性別、年齢別に再構成した集団による農業を中心とし
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
た「平等な」社会を短期間で建設しようとした。十分な食事や近代的医療はなく、強制労働が続いた。その結果、飢え、病気、拷問や処刑で国民の四人に一人、百万人以上が亡くなった。この時代、 「自由」は悪 あった。元都市住民が個人で飯を炊いたり、労働現場から許可なく家族のもとに戻った場合には 「同志、自由が過ぎる！」 「同志、頑なに自由だな！」などと特殊な言葉遣いで𠮟𠮟𠮟𠮟
、その
後は「再教育」が待っていた。人々は革命組織が何なのか、誰なのか、全く知ら
𠮟𠮟
ないまま、ただ焼き型にはめら
𠮟
た。
ほんのり甘く柔らかだったお菓子の一部は、狂気と残虐
の嵐の中を生き抜き ポル・ポト政権崩壊後、難民と ってアメリカ、カナダ、フランス、オーストラリア、日本などに移住した。定住先 言葉を獲得し、経済的にも余裕ができ、新たに自由を得たことでポル・ポト時代の経験を語り
始めた。日本で家庭を築いた女性の『色のない空』
（邦
訳はのちに『虹色の空』として増補・改題）
、アメリカに渡った
女性による自伝的小説『バニヤンの木陰 』などは、自由の意味を考え
𠮟
せら
𠮟
る。
だがそのような自由を未だに享受できない多く 人たち
がカンボジア国内にいることも忘
𠮟
てはならない。いまだ
に続いているポル・ポト裁判 小中学校での中退率 高
𠮟
、
労働力の国外流出、メディア・リテラシーの欠如などが、新たな焼き型なのではないかと思う。
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